
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
        

 

  

6月 20日（金）、21日（土）の二日間、神戸で開催され、当院からがんサポスタッフ 

5名が参加しました。全体では 8300名の参加で大変盛況でした。 

当院から村上緩和ケア認定看護師が「がん患者の疼痛治療にお

けるアセトアミノフェンの使用実態と緩和ケアチーム介入調査」

と題してポスター発表を行いました。 

今回の学術大会のメインテーマは『これでいいのだ』。 

患者さんや家族が「これでよかった。 

これでいいのだ！」と思える、 

医療者が「これでいいのだ！」と 

思える緩和ケアの提供にむけた 

有意義な学会でありました。 

来年の開催は横浜です。                                                  
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第 19回日本緩和医療学術大会に参加しました。 


